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怨讐の旋律
―グリム童話「唄う骨」（KHM２８）をめぐって―















































































































































－dick : KHM３７）などに見られるような人間の親指ほどの大きさ（nur daumensgroβ）しかない
小人国の住人である。グリム童話には他に、やはり親指ぐらいの大きさしかない（nichit gröβer





ぼうし」（Dat Erdmännken : KHM９１）の小人たち（en klein klein Männken：バーデルボルン地
方の方言で書かれている）も大人の男と喧嘩をするぐらいなのだから、同様の大きさといえる。
弟の前に突然現れた小人を、テキストはドイツ語で普通に用いられる Zwerg（小人・極端に小







































































































































































「昔話の型」（The Types of The Folktale）（１９）によれば、これらの類話は７８０－７８９「真実が明る

































（１１）Johannes Bolte, Georg Polivka : Anmerkungen zu den Kinder－und Hausmärchen der Brüder
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